
親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究

1
－
⊥
四
方
指
南
抄
と
草
稿
本
教
行
信
証
と
の
比
較
　
－

金
　
　
子

彰

一
、
は
じ
め
に

二
、
西
方
指
南
抄
の
訓
読
法
－
草
稿
本
数
行
信
託
と
の
比
較
－

三
、
む
す
び

一
、
は
　
じ
　
め
　
に

一
個
人
で
大
量
の
文
献
を
書
写
し
、
現
在
そ
れ
の
多
く
が
残
さ
れ
て
い
る
人
間
の
訓
読
法
に
視
点
を
当
て
て
見
る
と
、
次
の
如
き
問
題
が
解
明

さ
れ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
体
史
的
に
見
て
、
㈲
一
個
人
の
加
点
年
代
に
差
が
あ
る
複
数
文
献
に
見
ら
れ
る
訓
読
法
に
相
違
が
見
ら

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
。
又
、
㈲
自
著
の
漢
文
に
加
点
し
た
も
の
と
、
他
著
の
漢
文
（
既
に
他
者
の
訓
点
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
が
）
を
書
写
し
更
に
そ
れ
に
加
点
し
た
も
の
と
に
訓
読
法
の
相
違
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
時
代
的
に

（1）

見
て
、
似
訓
点
の
言
語
が
時
代
と
共
に
変
遷
し
て
、
平
安
初
期
と
平
安
後
期
以
降
と
が
異
な
る
実
態
に
照
し
て
、
当
該
文
献
の
実
態
は
如
何
な
る

（2）

も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
。
又
、
働
漢
籍
の
訓
読
語
と
仏
典
の
そ
れ
と
が
相
違
す
る
実
態
に
照
し
て
、
当
該
文
献
の
実
態
は
如
何
な
る
も
の

で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
等
で
あ
る
。

従
来
、
親
鸞
聖
人
は
大
量
の
自
筆
文
献
が
現
在
残
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
語
学
の
分
野
で
は
充
分
に
研
究
の
手
が
入
れ
ら
れ
て
い
る

親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究
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二

（3）

と
は
言
い
難
い
。
本
稿
で
取
上
げ
る
三
重
県
津
市
高
田
専
修
寺
蔵
「
西
方
指
南
抄
」
六
帖
の
国
語
学
的
研
究
に
つ
い
て
も
、
管
見
に
入
っ
た
も
の

（4）

は
、
高
羽
五
郎
氏
、
宮
田
裕
行
氏
等
の
御
論
考
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
字
音
語
研
究
や
表
記
と
語
彙
と
を
関
連
さ
せ
た
研
究
等
で
あ

り
、
訓
読
法
研
究
に
つ
い
て
は
未
だ
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
現
情
で
あ
る
。
こ
の
「
西
方
指
南
抄
」
の
訓
読
法
研
究
を
、
同
じ
く
親
鸞
聖
人
筆
の

「
草
稿
本
数
行
信
託
」
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
記
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
西
方
指
南
抄
」
は

「
数
行
信
証
」
と
並
ぶ
聖
人
遣
文
中
の
大
部
の
文
献
で
あ
り
、
全
巻
が
聖
人
の
自
筆
に
係
り
、
し
か
も
ほ
ぼ
全
訓
に
附
訓
さ
れ
て
い
る
惜
能
仲
で
大

量
の
用
例
が
採
取
さ
れ
る
点
で
好
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
因
「
西
方
指
南
抄
」
の
書
写
年
代
が
聖
人
の
最
晩
年
の
八
十
四
歳
と
五
歳
と

（5）

の
二
箇
年
で
あ
り
、
「
数
行
信
託
」
の
書
写
加
点
年
代
が
壮
年
の
関
東
在
住
時
期
か
ら
晩
年
の
時
期
ま
で
数
次
に
渡
る
点
で
、
書
写
年
代
の
異
な

る
二
文
献
の
比
較
が
で
き
る
点
。
㈲
「
西
方
指
南
抄
」
が
師
の
法
然
上
人
の
言
行
資
料
を
弟
子
で
あ
る
親
鸞
聖
人
が
編
纂
し
書
写
し
た
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
「
数
行
信
証
」
が
自
著
の
漢
文
に
訓
点
を
加
点
し
た
も
の
で
そ
の
性
格
が
異
る
も
の
の
比
較
が
で
き
る
点
。
似
鎌
倉
中
期
の
書

写
に
係
る
親
鸞
聖
人
遺
文
二
文
献
に
も
し
平
安
初
期
的
訓
読
法
の
存
在
が
見
ら
れ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
実
態
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
。
働
仏

書
と
し
て
位
置
づ
け
る
「
西
方
指
南
抄
」
の
訓
読
語
は
仏
書
の
特
有
語
と
言
わ
れ
る
も
の
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
の
換
討
が
で
き
る
点
等
で
あ

る
。
「
西
方
指
南
抄
」
の
実
態
報
告
は
筆
者
の
作
製
し
た
索
引
稿
に
基
づ
く
が
、
「
草
稿
本
数
行
信
証
」
の
用
例
は
、
小
林
芳
規
博
士
の
帰
納
さ
れ

（6）

た
も
の
に
よ
る
。
又
、
具
体
的
な
比
較
項
目
は
、
博
士
の
「
草
稿
本
数
行
信
証
」
の
訓
読
法
研
究
に
よ
っ
て
取
上
げ
ら
れ
た
項
目
に
よ
る
。
そ
れ

（7）

は
、
親
鸞
聖
人
遺
文
中
の
文
献
に
披
見
す
る
訓
読
語
を
（
三
相
の
検
討
で
は
な
く
て
）
、
そ
の
文
献
全
体
か
ら
帰
納
さ
れ
る
語
例
で
も
っ
て
そ
の
特
徴

を
明
か
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
研
究
に
は
、
こ
れ
が
唯
一
の
も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
西
方
指
南
抄
の
訓
読
法
－
草
稿
本
数
行
信
託
と
の
比
較
1
・

「
西
方
指
南
抄
」
中
の
文
体
は
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
の
和
文
の
箇
所
と
、
漠
文
体
の
箇
所
と
が
相
半
ば
し
て
い
る
。
こ
の
漢
文
に
附
さ
れ
た

（8）

多
量
の
墨
訓
と
少
量
の
朱
訓
と
に
よ
っ
て
　
（
ヲ
コ
ト
点
は
見
ら
れ
な
い
）
前
記
因
・
脚
の
問
題
を
考
察
し
て
見
る
（
以
下
「
草
稿
本
数
行
信
託
」
を
「
教



行
信
証
」
と
略
し
て
用
い
る
）
。

）

一
助
字
の
訓
法

（

①
之
（
文
末
用
法
）
1
不
読
は
な
く
代
名
詞
訓
「
コ
レ
」
が
附
訓
さ
れ
て
お
り
、
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。

ノ

　

ク

　

ト

ク

　

　

　

　

　

ホ

ン

ク

ワ

ン

　

ノ

　

ム

ネ

　

　

メ

イ

メ

イ

一

一

　

ト

キ

タ

マ

フ

コ

レ

ヲ

○
念
仏
功
徳
弥
陀
本
願
之
旨
・
明
明
・
説
二
　
之
二
中
末
3
9
－
2
）

③
則
（
文
中
の
上
を
承
け
て
下
を
起
す
接
続
用
法
）
　
－
不
読
は
な
く
、
一
様
に
「
ス
ナ
ワ
チ
」
と
附
訓
さ
れ
て
お
り
、
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す

る
。
直
前
の
読
添
語
は
助
詞
「
バ
」
で
あ
り
「
ト
キ
ン
バ
」
は
見
ら
れ
な
い
。

イ

エ

ト

モ

マ

タ

　

　

．

－

タ

リ

ト

ワ

カ

フ

ス

ル

エ

ア

ツ

マ

レ

ハ

ス

ナ

ウ

チ

オ

コ

ス

ト

ウ

シ

ヤ

ウ

ヲ

○
何
者
雄
三
復
・
似
二
和
合
】
集
・
．
則
・
起
二
間
静
一
（
申
末
1
7
1
1
）

③
於
（
場
所
・
時
間
・
事
物
人
等
の
前
に
置
か
れ
、
位
置
・
目
的
を
表
わ
す
前
置
詞
と
し
て
の
用
法
）
　
－
　
不
読
は
な
く
、
「
オ
イ
テ
」
と
「
ニ
シ
テ
」

（
場
所
の
上
に
置
か
れ
る
）
と
附
訓
さ
れ
て
お
り
、
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。

グ

ヽ

　

オ

イ

テ

　

　

ノ

　

一

〇
但
・
於
二
念
仏
行
一
（
申
末
1
9
－
3
）

シ
テ
　
タ
グ
ン
ノ
テ
ラ
ニ
　
　
チ
ウ
　
ヤ
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ム
キ
ヤ
ウ
オ
ハ
ヌ

○
於
こ
件
　
寺
t
三
昼
夜
不
断
念
仏
・
勤
行
了
（
申
末
4
0
－
5
）

④
而
巳
・
耳
（
文
末
用
法
）
　
－
　
「
ナ
ラ
ク
ノ
ミ
」
と
五
音
節
が
一
括
し
て
「
而
巳
」
字
に
附
訓
さ
れ
て
お
り
、
「
数
行
信
証
」
に
も
こ
の
訓

が
附
訓
さ
れ
る
が
、
「
耳
」
字
の
み
に
附
訓
さ
れ
て
い
る
点
が
相
違
す
る
。

グ

ヽ

　

　

　

ア

リ

　

オ

ノ

レ

カ

ミ

一

】

　

ナ

ラ

ク

ノ

ミ

ト

○
只
・
在
こ
己
　
身
－
而
－
巳
（
中
末
1
2
1
6
）

⑤
欲
（
動
詞
の
上
に
冠
し
て
所
謂
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
）
　
－
　
「
（
ム
ト
）
オ
モ
フ
」
、
「
（
ム
ト
）
ホ
ス
　
（
全
3
例
朱
訓
）
」
が
附
訓
さ
れ
て
お
り
、

「
数
行
信
託
」
の
「
（
ム
ト
）
オ
モ
フ
・
（
ム
ト
）
オ
ボ
ス
」
と
は
一
致
す
る
が
、
「
（
ム
ト
）
　
ス
」
と
は
一
致
し
な
い
。
現
時
点
で
「
西
方

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

9

）

指
南
抄
」
の
朱
訓
の
性
格
は
解
ら
な
い
が
、
「
ム
ト
欲
」
よ
り
も
「
ム
ト
欲
ス
」
の
方
が
新
訓
法
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
点
と
、
何
か

関
連
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

オ

モ

7

テ

ア

ラ

ワ

サ

ム

ト

オ

ノ

レ

カ

サ

イ

ヲ

○
欲
三
顕
こ
　
己
　
才
－
（
中
末
8
－
6
）

親
鸞
聖
人
遺
文
・
の
訓
読
法
研
究
、
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シ

ユ

シ

ヤ

ウ

ヨ

ク

　

　

　

　

ケ

ン

○
衆
生
欲
【
ホ
ス
レ
ハ
】
見
〔
ミ
ム
ト
】
仏
【
ヲ
】
（
上
末
1
1
3
1
4
）

【
三
】
　
　
　
　
【
二
】
　
　
　
【
こ

⑥
也
（
文
末
用
法
）
　
－
　
多
例
が
不
読
で
あ
り
、
そ
の
上
の
訓
は
用
言
お
よ
び
助
動
詞
の
終
止
形
、
ま
た
は
体
言
の
み
で
文
を
結
び
読
添
語

が
な
い
場
合
で
あ
る
。
「
ナ
リ
」
訓
は
少
例
で
あ
る
。
（
「
也
」
に
附
訓
が
な
い
例
も
上
の
語
の
訓
が
活
用
語
の
連
体
形
で
あ
っ
た
り
し
て
「
ナ
リ
」

ナ
リ

訓
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
わ
か
る
）
「
数
行
信
証
」
は
全
訓
「
也
」
で
あ
る
。

ラ
イ
ツ
タ
テ
マ
ツ
ル
　
ミ
　
タ
　
フ
チ
ヲ

○
礼
二
　
　
弥
陀
仏
】
　
〔
也
〕
　
（
中
本
4
4
－
1
）

シ

ュ

ン

ニ

ワ

ウ

シ

ヤ

ウ

コ

タ

ラ

ク

ノ

コ

フ

○
純
　
往
生
極
楽
業
〔
也
〕
　
（
中
本
4
7
－
1
）

カ
ナ
ラ
ス
ウ
ル
　
ワ
ウ
シ
ヤ
ウ
ヲ
ナ
リ

○
必
　
得
二
往
生
一
也
（
中
本
3
5
】
4
）

サ
ル
　
　
エ
　
　
ク
ヰ
エ
　
ノ
　
シ
ョ
ウ
ヲ
．
．
1

0
不
三
得
二
帰
依
之
証
山
　
地
（
中
末
3
5
】
1
）

⑦
而
（
接
続
語
の
用
法
）
　
－
　
1
句
中
、
動
詞
に
肝
き
順
接
「
テ
」
、
形
容
動
詞
に
附
き
順
接
「
シ
テ
」
、
助
詞
に
附
き
順
接
「
シ
テ
」
と
、
2

テ

上
文
を
結
ん
で
下
文
の
句
首
に
用
い
る
逆
接
「
シ
カ
ル
ニ
」
が
附
訓
さ
れ
て
い
る
。
「
数
行
信
証
」
は
1
順
接
「
而
」
（
上
接
は
動
詞
）
、

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

カ

ル

ニ

「
而
」
（
上
接
は
形
容
詞
・
形
容
詞
型
活
用
助
動
詞
）
、
2
逆
接
「
而
」
（
上
文
を
結
ん
で
下
文
の
句
首
）
で
あ
る
。
両
文
献
と
も
順
接
、
逆
接
各
一

つ
の
所
定
訓
が
見
ら
れ
る
点
で
一
致
す
る
が
、
上
接
語
に
少
し
異
な
り
が
見
ら
れ
る
。

シ

ヨ

　

　

シ

ヨ

ノ

　

チ

　

シ

ャ

　

　

シ

ャ

ウ

シ

ア

ツ

メ

　

サ

タ

メ

オ

バ

リ

　

テ

　

　

　

カ

ノ

オ

ホ

ハ

ラ

ノ

　

リ

ウ

セ

ン

シ

l

一

　

シ

フ

エ

シ

テ

○
処
－
処
・
智
者
・
請
　
集
・
定
了
・
而
・
彼
大
原
・
龍
禅
寺
・
集
会
（
申
末
3
6
－
5
）

ホ

ン

シ

ャ

ウ

ハ

ウ

　

　

モ

ク

ネ

ン

ト

シ

テ

　

　

シ

ン

フ

ク

シ

オ

ハ

ヌ

〇
本
成
房
・
黙
然
而
・
信
伏
了
（
車
末
3
9
－
3
）

フ
タ
ツ
ノ
バ
タ
　
　
ヨ
け
ツ
　
テ
ン
　
シ
テ
　
　
ク
タ
ル
　
　
キ
　
イ
　
　
　
ス
イ
サ
ウ

〇
両
　
幡
・
自
二
天
t
而
・
降
・
奇
異
之
瑞
相
也
（
中
末
2
1
－
5
）

コ

ノ

ホ

フ

モ

ン

マ

フ

サ

マ

シ

　

シ

カ

ル

ニ

オ

イ

テ

シ

ャ

ウ

ク

ウ

ノ

ホ

フ

こ

　

ハ

　

　

ブ

ラ

　

タ

ウ

シ

ム

　

　

ハ

　

　

　

コ

シ

　

オ

ン

シ

ャ

ウ

　

ノ

エ

ン

ヲ

○
此
法
門
申
・
而
・
於
こ
聖
遺
法
】
者
・
有
二
道
心
一
着
・
期
二
遠
生
之
縁
一
（
中
末
3
4
－
5
）

⑧
者
（
順
接
条
件
、
提
示
の
用
法
）
　
－
　
順
接
条
件
と
し
て
、
接
続
助
詞
「
者
」
（
未
然
形
紐
も
巳
然
形
に
も
附
く
）
、
提
示
と
し
て
係
助
詞
「
者
」

・
「
ト
イ
フ
者
」
が
附
訓
さ
れ
て
い
る
。
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。



∞

ク

ワ

ン

ス

レ

　

　

ヲ

ハ

ヘ

キ

ト

ク

　

　

　

ヲ

○
噸
二
　
往
生
一
者
可
三
遂
こ
往
生
】
也
（
中
本
3
4
1
）

7
コ
ト
こ
コ
レ
　
　
ナ
ラ
　
バ
　
　
　
ス
ト
　
へ
カ
ラ
タ
カ
フ
シ
ャ
　
カ
　
セ
チ
一
l

O
実
　
是
仏
　
者
・
不
四
可
三
達
二
釈
迦
説
】
　
（
中
本
4
0
1
6
）

キ
ヤ
ク
シ
キ
ッ
　
ク
ク
モ
ト
　
ハ
　
　
　
n
レ
　
　
ア
リ
　
叫
n
（
）
テ
ク
　
セ
カ
イ
一
－

○
行
こ
　
頭
陀
－
本
者
・
是
－
有
二
極
楽
世
界
一
（
中
末
4
5
1
5
）

ツ
イ
チ
エ
ン
ー
ー
　
タ
ツ
ト
イ
フ
シ
ン
ヲ
　
ハ
　
　
　
シ
エ
ツ
　
　
リ
．
シ
ャ
ウ
シ
ノ
ミ
チ

○
就
二
人
二
立
こ
　
信
一
者
・
出
　
離
生
死
道
（
中
本
3
8
1
2
）

⑨
以
（
体
言
に
下
接
す
る
後
置
詞
と
し
て
の
用
法
「
コ
レ
ヲ
モ
テ
」
）
1
こ
の
用
法
は
な
く
、
他
の
用
法
と
同
様
「
モ
テ
」
が
画
一
的
に
附
訓
さ

れ
て
い
る
。
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。

カ

　

　

イ

　

　

シ

ヒ

ア

イ

ミ

ン

○
我
【
レ
】
以
【
テ
】
慈
悲
哀
恕
【
ヲ
】
（
上
末
3
3
－
3
）

【
二
】
　
　
　
　
．
【
こ

シ
ム

⑲
令
・
使
等
（
再
読
字
の
用
法
）
　
－
　
「
令
…
…
ヲ
シ
テ
」
の
表
記
法
で
附
訓
さ
れ
て
い
る
。
「
数
行
信
託
」
と
一
致
す
る
。
但
し
、
以
下
の

如
く
同
一
漢
文
に
異
な
る
訓
読
法
の
箇
所
が
一
箇
所
披
見
す
る
。

ノ

ウ

　

　

H

ソ

ヤ

ウ

　

　

ク

ワ

リ

ヤ

ク

　

　

ヘ

ン

　

　

シ

ヤ

ウ

　

　

コ

ム

○
能
【
ヨ
ク
】
令
【
シ
ム
ト
】
瓦
礫
【
ヲ
シ
テ
】
変
【
シ
テ
】
成
【
ナ
サ
】
金
【
。
カ
ネ
ト
】
（
上
末
2
9
】
6
）

【
三
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
】
　
　
【
一
】

ノ

ウ

　

　

ワ

ヤ

ウ

　

　

ク

ワ

リ

ヤ

ク

　

ヘ

ン

　

　

シ

ヤ

ウ

　

　

つ

ム

○
能
【
ヨ
ク
】
令
【
シ
ム
ト
】
瓦
礫
【
ヲ
】
変
【
シ
テ
】
成
【
ナ
サ
】
金
　
（
下
末
5
8
－
5
）

【
三
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
】
　
　
【
こ

実
　
詞
　
訓

①
言
と
辞
の
訓
み
方
（
「
言
・
語
・
話
」
は
「
コ
ト
」
、
↓
琴
・
詞
」
は
「
コ
▼
ト
バ
」
と
訓
分
け
が
保
た
れ
て
い
る
か
ど
う
か
）
　
－
　
「
言
・
語
」
は
「
コ

ト
バ
」
と
附
訓
さ
れ
て
い
る
。
「
辞
・
詞
」
は
語
そ
の
も
の
が
な
い
。
「
数
行
信
証
」
は
「
言
・
語
」
に
「
コ
ト
、
コ
ト
バ
」
が
あ
り
、

「
辞
・
詞
」
に
「
コ
ト
バ
」
が
肘
訓
さ
れ
て
お
り
、
両
書
共
に
右
の
訓
分
け
が
認
め
ら
れ
な
い
。
「
西
方
指
南
抄
」
に
は
「
コ
ト
」
訓
が

コ

L

r

　

　

コ

ト

認
め
ら
れ
な
い
が
「
数
行
信
託
」
に
は
少
例
「
言
・
語
」
が
保
持
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。

オ
コ
ス
ト
ウ
シ
ヤ
ク
ヲ
コ
ノ
コ
ト
バ
　
マ
コ
ト
ナ
ル
カ
ナ

0
起
昌
固
辞
－
此
言
・
裁
哉
　
（
ヰ
末
1
7
1
）

親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

イ
エ
ト
モ
キ
ク
L
r
コ
ノ
コ
ト
ハ
ヲ
　
ス
　
　
シ
ャ
ウ
セ
タ
イ
シ
ム
ヲ

○
雄
三
由
こ
此
語
一
・
不
三
生
二
一
退
心
一
（
中
本
3
9
1
3
）

′
′
l
ヽ

0

②
諸
（
「
モ
ロ
擢
［
」
．
の
訓
‡
モ
ロ
モ
ロ
ノ
人
」
の
意
を
含
む
用
法
か
、
「
モ
ロ
モ
ロ
ノ
」
の
形
で
遅
体
格
に
な
る
用
法
か
）
　
－
前
者
の
用
法
は
な
く

「
モ
u
モ
ロ
ノ
」
形
で
「
数
行
信
託
」
と
一
致
す
る
。

シ
ャ
ウ
ロ
ン
　
ノ
　
ト
コ
ロ
ハ
モ
ロ
く
ノ
ホ
ム
ナ
ウ
オ
コ
ル

○
詳
論
之
処
・
諸
　
煩
悩
起
（
中
末
4
－
5
）

③
謂
（
「
イ
バ
ク
」
か
「
ノ
づ
ウ
バ
ク
」
か
）
　
－
　
「
イ
バ
ク
」
が
附
訓
さ
れ
て
い
る
。
．
「
日
・
云
・
称
二
言
」
等
も
全
て
「
イ
バ
ク
」
訓
で
あ

る
。
「
数
行
信
正
」
と
一
致
す
る
。

一
一
バ
　
　
ク
ケ
ン
　
　
　
ム
　
ケ
ン
タ
イ
　
　
イ
バ
ク
　
シ
ャ
ウ
キ
ヤ
ウ
パ
　
ケ
ネ
ム
　
　
ナ
シ
　
ヒ
マ

〇
三
・
有
間
・
無
間
対
・
謂
」
正
行
・
係
念
・
事
】
間
一
（
中
本
4
6
－
3
）

④
在
（
「
マ
ス
」
か
「
マ
シ
マ
ス
」
か
）
　
－
　
「
マ
シ
マ
ス
」
（
仝
例
朱
訓
）
が
附
訓
さ
れ
て
お
り
、
一
例
「
イ
マ
ス
」
（
墨
訓
）
が
あ
る
。
「
数
行

信
証
」
は
「
マ
シ
マ
ス
」
訓
で
、
「
西
方
指
南
抄
」
と
一
致
す
る
。

ヒ

　

　

フ

チ

コ

ム

　

　

ケ

ン

　

サ

イ

　

　

　

　

シ

ヤ

ウ

フ

チ

○
彼
【
カ
ノ
】
仏
今
【
イ
マ
】
現
【
ニ
】
在
【
マ
シ
〈
テ
】
成
仏
【
シ
タ
マ
ヘ
リ
】
（
下
本
6
1
5
）

タ
ワ
ン
オ
ム
　
　
セ
イ
　
シ
　
ホ
　
サ
チ
　
　
シ
ャ
ウ
シ
ユ
　
　
ケ
ン
シ
テ
ィ
マ
ス
コ
ノ
マ
ヘ
こ

○
観
音
・
勢
至
菩
薩
・
聖
衆
・
現
・
在
こ
此
前
t
　
（
申
末
4
6
－
4
）

⑤
形
容
詞
の
古
活
用
　
－
　
「
ナ
ケ
ム
」
の
二
軍
種
の
み
で
、
「
教
行
信
証
」
も
ナ
ケ
ム
・
ベ
ケ
ム
」
の
二
語
種
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

ナ

ケ

ム

ト

サ

ル

　

ル

　

フ

セ

　

　

　

ト

コ

ロ

シ

ャ

ウ

ニ

ン

ノ

　

　

ク

○
無
四
不
二
流
布
】
之
所
三
聖
人
云
（
中
末
3
2
1
1
）

動
詞
の
古
活
用
　
－
　
両
文
献
共
に
な
し
。

0

⑥
悉
（
副
詞
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
ニ
」
と
訓
む
か
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
と
訓
む
か
）
　
－
両
文
献
共
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
の
類
で
訓
む
。

シ
フ
ヱ
ノ
　
　
　
　
　
コ
ト
く
ク
ナ
カ
ス
ク
ワ
ン
　
キ
　
ノ
　
ナ
ミ
タ
ヲ

○
衆
全
人
人
悉
・
流
二
歓
喜
之
涙
】
　
（
中
末
3
9
1
4
）

⑦
「
者
」
字
の
名
詞
訓
（
「
モ
ノ
」
訓
が
人
物
に
も
使
わ
れ
る
か
ど
う
か
）
1
人
物
を
表
わ
す
の
に
「
モ
ノ
」
が
あ
り
、
又
「
ヒ
ト
」
訓
が
あ

る
。
尚
、
助
字
と
し
て
の
「
モ
ノ
」
訓
が
あ
る
。
「
教
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。

ニ

ヤ

グ

　

　

ネ

ム

フ

チ

　

シ

ヤ

○
若
【
モ
シ
】
念
仏
【
ノ
】
者
【
ヒ
ト
ハ
】
（
中
天
1
3
4
－
1
）



①
）

四
′

一

1

1

ミ
ル
モ
ノ
ア
八
七
タ
ナ
コ
、
ロ
ヲ
キ
ク
モ
ノ
オ
ト
ロ
カ
ス
ミ
，
ヲ

○
見
者
・
合
こ
掌
－
間
者
・
驚
（
）
耳
∴
（
中
末
2
1
占
）

ク
ワ
ン
セ
ム
ム
マ
レ
ム
ト
カ
ノ
ク
一
三
モ
ノ
オ
コ
セ
ハ
サ
ム
シ
ユ
／
シ
ム
ヲ

○
噸
三
．
生
こ
彼
国
一
者
・
発
こ
三
種
心
一
（
中
本
3
4
1
5
）

副
詞
の
呼
応
語

イ
ハ
ク

①
云
の
呼
応
語
！
会
話
の
終
に
「
卜
」
の
み
を
読
添
え
る
も
の
少
例
。
呼
応
語
が
な
い
も
の
多
数
。
「
数
行
信
寵
」
と
一
致
す
る
。

コ
タ
エ
テ
ハ
ク
ツ
カ
ナ
リ
トl

O
聖
人
答
云
然
也
（
中
末
4
7
占
）

サ
ウ
シ
ュ
ン
タ
ナ
ン
チ
マ
サ
一
【
ア
ラ
ス
タ
、
ヒ
ト
ニ
コ
ン
シ
ャ
ノ
ク
エ
ケ
ン

○
蔵
俊
云
・
汝
・
方
・
罪
．
直
人
】
権
者
之
化
現
也
（
申
末
2
8
占
）

シ
オ
ン
タ
イ
ツ
イ
ハ
ク
マ
ノ
ア
ク
リ
ア
フ
シ
モ
ノ
ハ
‡
ウ
ク
エ
一
タ
ウ
サ
ト
リ
キ
サ
ム
シ
ョ
ウ
ヲ
フ
グ
ウ
ス
タ
イ
ン
オ
ロ
ソ
カ
ナ
ル
モ
ノ
ハ
ス
、
メ
テ
ク
ヰ
セ
シ
ム
シ
ャ
ウ
ト
＝
リ

○
慈
恩
大
師
云
・
親
逢
二
聖
化
一
道
悟
二
三
乗
－
福
薄
因
疎
勧
帰
二
浄
土
去
（
上
兼
1

9
5
2
）

②
況
ヤ
の
呼
応
－
1
す
べ
て
「
ヲ
ヤ
」
で
呼
応
す
る
。
「
数
行
信
証
」
は
「
ヲ
ヤ
・
ム
ヤ
」
で
呼
応
し
、
稀
に
呼
応
語
が
な
く
結
び
が
流
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
。

イ
ハ
ム
ヤ
オ
イ
テ
ヲ
キ
ヤ
ウ
一
】
ン
ニ
ヤ

○
況
・
於
こ
一
向
念
仏
之
行
人
一
乎
（
中
末
4
占
）

読
添
語

①
「
欲
」
に
係
る
読
添
語
（
古
い
「
マ
ク
・
ム
コ
ト
ヲ
」
が
見
ら
れ
る
か
）
－
－
ム
ト

l
欲
の
み
で
あ
る
。
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。

オ
モ
フ
テ
ア
ラ
ワ
サ
ム
ト
オ
ノ
レ
カ
サ
イ
ヲ

○
欲
三
顕
二
己
才
二
中
末
8
－
6
）

②
「
得
」
・
に
係
る
読
添
語
－
ト
す
べ
て
．
「
可
＝
列
得
」
の
「
ヲ
」
を
伴
う
形
。
「
数
行
信
託
」
と
一
致
す
る
。

③
「
ト
イ
フ
～
」
の
読
添
語
（
古
訓
法
「
ト
イ
ハ
」
が
あ
る
か
ど
う
か
）
1
こ
の
用
法
は
な
く
、
「
ト
イ
フ
者
」
、
「
ト
イ
フ
コ
ト
」
、
「
ト
イ
ハ

ム
」
が
見
ら
れ
る
。
「
数
行
像
証
」
は
「
ト
イ
フ
者
」
が
見
ら
れ
る
。

シ
シ
ャ
ウ
シ
′
【
ト
イ
フ
ハ
シ
ン
シ
チ
シ
ム

○
至
誠
心
者
・
真
実
心
也
（
中
本
3
5
占
）

親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究



鎌
　
倉
・
時
　
′
代
　
語
　
研
、
究

ア
ラ
ス
ト
イ
フ
n
ト
ヲ
マ
コ
ト
ノ
　
ホ
　
サ
チ
エ

○
非
二
　
　
　
真
　
菩
薩
t
　
（
中
本
4
0
1
4
）

サ

イ

ア

ク

ノ

ホ

エ

フ

　

　

ス

ト

イ

ハ

ム

エ

　

　

　

　

　

　

ヲ

○
罪
悪
凡
夫
二
不
三
　
得
二
往
生
一
（
中
本
3
9
1
2
）

－
　
．五

　
措
　
　
辞

′
．
ヽ

①
哉
　
－
　
感
嘆
の
用
法
「
カ
ナ
」
、
副
詞
の
呼
応
語
と
し
て
、
「
ヤ
・
ゾ
ヤ
」
が
あ
る
。
「
数
行
信
証
」
は
す
べ
て
一
株
に
「
カ
ナ
」
と
訓
ず
る
。

コ

ノ

コ

ト

ハ

　

マ

コ

ト

ナ

ル

カ

ナ

○
此
言
・
誠
　
哉
（
中
末
1
7
－
1
）

ム
シ
ロ
　
マ
シ
エ
ム
　
シ
　
ヨ
　
　
　
シ
ユ
セ
ン
ヲ
　
ヤ

○
寧
・
雄
二
自
余
之
衆
善
一
哉
（
中
米
1
9
1
2
）

イ

カ

ニ

イ

ハ

ム

ヤ

3

ノ

セ

チ

オ

ヤ

○
何
況
　
余
説
哉
（
中
本
4
2
1
1
）

サ
ム
シ
ュ
ン
　
イ
ツ
レ
ノ
　
1
r
　
キ
　
ソ
十

〇
三
春
・
何
　
時
節
哉
（
中
末
4
9
－
3
）

②
如
此
等
1
－
－
仏
家
特
有
の
訓
法
の
一
つ
「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
ラ
」
。
「
数
行
信
証
」
と
一
致
す
る
。

つ
ト
キ
カ
タ
ノ
　
ラ
　
ノ
　
ム
　
ハ
ウ
　
　
ツ
ー
シ
ン
テ
　
ス
　
　
へ
カ
ラ
オ
カ
ス

○
如
t
政
一
等
之
無
方
・
瞥
・
不
三
可
二
犯
一
（
中
末
H
十
6
）

右
の
比
較
に
よ
っ
て
「
西
方
指
南
抄
」
と
「
草
稿
本
数
行
信
証
」
と
は
、
そ
の
訓
読
法
に
於
て
両
文
献
に
は
大
差
の
な
い
こ
と
が
分
る
。
し
か

も
ど
ち
ら
か
一
方
に
し
か
見
ら
れ
な
い
訓
読
法
も
、
両
文
献
の
文
章
の
性
格
上
、
そ
の
一
方
に
し
か
偶
然
現
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

が
多
い
。

ナ

ラ

ク

ノ

ミ

　

ホ

ス

ヽ

1

－

－

ム

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

マ

ス

「
西
方
指
南
抄
」
に
め
み
見
ら
れ
る
訓
読
法
　
0
助
字
の
訓
法
④
而
－
巳
⑤
欲
　
　
⑥
〔
也
〕
　
（
不
読
）
　
0
実
詞
訓
④
在
　
餉
読
添
語
③
ト
イ
フ

ヤ

　

ゾ

ヤ

コ
ト
・
ト
イ
ハ
ム
　
㊧
措
辞
①
栽
・
哉

ナ

ラ

タ

ノ

ミ

　

オ

ホ

ス

ー

ム

ト

ス

・

－

－

⊥

ト

　

　

　

　

　

　

コ

ト

　

コ

L

r

「
草
稿
本
数
行
信
証
」
に
の
み
見
ら
れ
る
訓
読
法
　
0
助
字
の
訓
法
④
耳
　
⑤
欲
　
・
欲
　
⇔
実
詞
訓
①
言
・
語
（
少
例
）
　
日
副
詞
の
呼

応
語
②
況
ヤ
の
呼
応
「
ム
ヤ
」
で
も
呼
応
し
呼
応
語
が
な
く
結
び
乱
れ
る
も
の
も
あ
る
。

ス

　

ー

ム

ト

　

　

ホ

ス

ー

ム

ト

右
の
中
、
H
⑥
〔
也
〕
　
（
不
読
）
が
古
語
法
に
達
り
⑨
欲
　
　
よ
り
欲
　
　
の
方
が
新
し
い
形
で
あ
ろ
う
こ
と
等
が
あ
っ
て
も
、
一
文
献
が
新
古

ど
ち
ら
か
の
訓
読
法
の
性
格
を
持
っ
た
り
、
特
種
の
訓
読
法
を
持
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
訳
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
最
初
に
問
題
と
し
た
軸
一



個
人
の
加
点
年
代
に
差
が
あ
る
複
数
文
献
に
見
ら
れ
る
訓
読
法
に
相
違
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
㈲
自
著
の
漢
文
に
加
点
し
た
も
の
と
、
他
著
の

漢
文
を
書
写
加
点
し
た
も
の
と
に
相
違
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
、
親
警
三
人
筆
「
西
方
指
南
抄
」
と
「
草
稿
本
数
行
信
証
」
と
を
検

討
す
る
限
り
大
差
の
な
い
こ
と
が
解
る
。

三
、
む
　
　
す
　
　
び

（10）

「
草
稿
本
数
行
信
証
」
の
訓
読
法
を
帰
納
さ
れ
た
小
林
博
士
の
方
法
は
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
古
点
と
倭
点
法
華
経
と
の
比
較
に
よ
っ
て
い

る
。
比
較
の
結
果
、
「
草
稿
本
数
行
信
託
」
と
「
群
書
拾
要
古
点
」
と
に
は
訓
読
の
方
法
に
相
違
が
あ
り
、
そ
の
相
違
の
原
因
が
以
下
の
点
に
あ

（11）

る
と
言
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

0
群
書
治
要
が
平
安
初
期
訓
法
な
い
し
古
語
法
を
残
存
し
て
い
る
結
果
生
じ
た
相
違

臼
数
行
信
託
が
新
し
い
訓
法
ま
た
は
特
異
な
訓
法
を
持
つ
為
の
相
違

日
原
漢
文
の
措
辞
に
原
因
を
持
つ
も
の

こ
の
比
較
は
「
草
稿
本
教
行
信
証
」
が
仏
書
上
し
て
、
「
群
書
拾
要
」
が
漢
籍
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
特
有
の
訓
読
法
が
存
在
す
る
こ
と

の
解
明
に
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

前
項
で
明
か
に
な
っ
た
如
ぐ
「
西
方
指
南
抄
」
は
亘
稿
本
数
行
信
託
」
と
大
差
の
な
い
文
献
で
あ
る
か
ら
、
「
群
書
治
要
」
と
の
比
較
は
「
革

稿
本
教
行
信
託
」
と
同
傾
向
を
示
す
。
そ
れ
は
最
初
に
問
題
と
も
た
廟
儲
倉
初
申
聖
茸
に
係
る
親
鸞
聖
人
遺
文
二
文
献
の
訓
読
法
に
平
安
初
期

的
古
語
法
の
残
存
情
態
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
又
働
仏
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
「
西
方
指
南
抄
」
は
仏
書
訓
読
語
の
特
徴
を

よ
く
現
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

最
後
に
今
後
に
残
っ
た
問
題
点
を
記
し
て
む
す
び
と
す
る
。
筆
者
は
か
つ
て
、
親
鸞
聖
人
遺
文
中
（
そ
こ
に
伺
書
写
年
代
差
、
㈲
自
著
と
他
著
の
書

（12）

写
等
種
々
の
問
題
を
持
ち
な
が
ら
）
表
記
に
は
大
き
な
ゆ
れ
が
認
め
ら
れ
ず
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
実
態
を
報
告
し
た
。
今
回
、
訓
読
法
の
実
態
を

親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究



鎌
・
倉
、
時
元
∴
語
疎
究
妄
0

見
て
そ
の
結
果
を
知
る
に
及
ん
で
、
一
個
人
で
多
量
の
文
献
を
書
写
し
現
在
に
残
し
て
い
る
人
間
の
言
語
に
お
け
る
個
体
史
研
究
の
必
要
を
強
く

感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
時
代
史
研
究
を
背
景
に
し
な
が
ら
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
親
璽
鳩
文
中
の
未
調
査
文
献
の
検
討
や
、
同
じ
く
鎌
倉
新

仏
教
の
日
蓮
聖
人
遺
文
の
研
究
等
で
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
行
き
た
い
。

嶺
・

（
」
）
小
林
芳
規
『
畔
仮
糎
晋
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
。

（
2
．
）
注
1
。

（
3
）
書
誌
解
説
は
、
生
桑
完
明
の
「
西
方
指
南
抄
に
つ
い
て
」
（
『
定
本
親
矧
聖
人
全
集
』
5
、
料
蔵
館
）
α
同
『
親
驚
聖
人
撰
述
の
研
究
』
（
昭
和
四
十
五
年
十

月

l
、
′
法
蔵
館
、
前
記
論
文
を
再
収
）
に
詳
し
い
。

（
4
）
①
高
羽
五
郎
「
親
鸞
筆
『
西
方
指
南
抄
』
の
撥
音
表
記
1
漢
字
音
考
察
の
こ
し
1
－
1
（
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
誓
昭
和
三
十
九
年
三
月
）
。
・

⑧
宮
田
裕
行
「
親
鸞
上
人
の
言
語
意
識
－
分
ち
書
き
・
句
読
点
か
ら
複
合
語
に
及
ぶ
ー
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
2
、
和
泉
書
院
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
）
。

そ
の
他
左
記
の
論
考
に
、
西
方
指
南
抄
を
取
り
上
げ
た
も
の
が
あ
宅

⑨
拙
稿
「
親
鸞
の
仮
名
づ
か
い
」
（
国
文
学
致
㌢
・
昭
和
五
十
三
年
一
月
）
。

④
小
林
芳
規
編
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
五
十
年
三
月
、
補
註
）
。

⑤
東
辻
保
和
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
（
清
文
堂
出
版
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
、
捕
註
）
。

（
5
）
尚
、
・
六
帖
は
以
下
の
奥
書
を
持
つ
。

（
マ
，
）

上
本
．
康
元
元
丁
巳
正
片
二
日
書
之
恩
禿
親
盈
壁

上
末
康
元
元
年
竿
月
十
三
日
恩
禿
親
恩
誓
之
（
朱
書
）
康
元
二
歳
正
月
盲
佼
之

（
マ
，
）

中
本
二
朱
書
）
康
元
元
丁
巳
正
月
二
日
恩
禿
親
鸞
臥
針
校
了

中
米
康
元
元
年
竿
月
十
四
日
恩
禿
親
恩
腎
写
之

下
本
夢
些
元
丙
辰
十
月
州
日
書
之
恩
禿
親
盈
針

下
末
康
元
元
丙
辰
十
二
月
八
日
▼
恩
禿
謝
恩
腎
之

甘
）
．
哲
、
部
首
ト
4
7
5
頁
。
こ
れ
は
、
小
林
芳
規
「
漢
籍
訓
読
語
の
特
徴
－
群
書
要
点
と
断
行
許
古
点
・
法
華
警
点
と
の
比
較
に
よ
る
1
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資



料
2
9
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
）
を
増
補
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
）
　
親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究
に
は
以
下
の
論
考
が
管
見
に
入
っ
た
。

①
富
沢
義
則
「
数
行
信
託
の
訓
点
は
板
東
語
か
」
（
龍
谷
大
学
論
集
、
大
正
十
二
年
四
月
、
『
国
語
国
文
の
研
究
』
、
昭
和
二
年
1
再
収
）
。

②
榎
克
明
「
再
帰
的
助
動
詞
『
し
む
』
－
シ
ン
ラ
ン
研
究
の
つ
い
で
ー
」
（
語
文
㌢
昭
和
三
十
一
年
七
月
）
。

③
羽
塚
堅
子
「
行
巻
六
字
釈
の
帰
命
の
字
訓
」
（
大
谷
学
報
4
1
巻
2
号
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
）
。

④
今
田
行
信
「
親
鸞
聖
人
の
釈
義
態
度
に
関
す
る
一
疑
問
点
に
つ
い
て
1
「
於
」
の
語
法
を
め
ぐ
る
問
題
考
－
」
（
印
仏
研
究
1
0
・
1
、
昭
和
三
十
七
年
一
月
）
。

⑤
大
門
照
忍
「
宗
祖
に
お
け
る
『
巳
』
と
『
既
』
の
用
語
例
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」
（
大
谷
学
報
4
3
・
4
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
）
。

⑥
片
岡
了
「
中
世
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
一
用
法
」
（
大
谷
学
報
4
4
・
4
、
昭
和
四
十
年
三
月
）
。

㊦
中
川
浩
文
「
三
帖
和
讃
に
お
け
る
『
し
む
』
の
用
法
」
（
女
子
大
国
文
訂
、
昭
和
四
十
年
五
月
）
。

⑧
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行
信
託
盲
点
」
（
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
2
、
昭
和
四
十
年
九
月
）
。

⑨
重
見
二
打
「
『
須
』
を
通
し
て
見
た
数
行
信
証
の
意
志
」
（
中
世
文
芸
聖
昭
和
四
十
四
年
七
月
）
。

⑩
古
田
武
彦
『
親
驚
思
想
－
そ
の
史
料
批
判
－
」
（
冨
山
房
、
昭
和
五
十
年
三
月
）
。

㊥
重
見
一
行
「
親
鸞
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
一
用
法
－
鎌
倉
期
和
化
漠
文
中
の
「
令
」
に
関
す
る
試
論
－
」
（
国
語
国
文
4
6
・
1
9
昭
和
五
十
二
年
十
月
）
。

⑲
東
辻
保
和
「
数
行
信
託
に
お
け
る
『
ヒ
ト
』
と
『
モ
ノ
』
－
『
者
』
の
訓
を
と
お
し
て
1
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
3
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
）
。

⑱
重
見
一
行
『
数
行
信
託
の
研
究
』
（
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
）
。

（
8
）
　
原
本
の
調
査
が
通
わ
な
い
の
で
『
親
鸞
聖
人
異
境
集
成
』
第
五
二
ハ
巻
（
法
蔵
館
、
昭
和
四
十
八
年
五
・
十
月
）
の
復
製
本
を
調
査
し
た
。
漢
字
は
、
新

字
体
で
統
一
し
、
朱
訓
は
右
傍
訓
に
多
い
が
【
】
で
示
し
て
本
行
に
組
み
入
れ
た
。
原
本
が
底
本
の
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
第
五
巻
を
参
照
し
て
確
認

に
努
め
た
。

（
9
）
　
注
1
3
7
0
頁
。

（
1
0
）
　
群
書
治
要
（
金
沢
文
庫
本
）
巻
一
か
ら
巻
十
ま
で
の
経
部
（
巻
四
欠
）
。
建
長
五
年
か
ら
正
嘉
元
年
に
清
原
教
隆
加
点
。

（
1
1
）
　
注
1
4
7
1
頁
。

（
望
　
拙
稿
「
親
鸞
の
仮
名
づ
か
い
」
（
国
文
学
致
㌢
昭
和
五
十
三
年
一
月
）
。

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
小
林
芳
規
先
生
の
御
論
考
に
学
ん
で
成
っ
た
も
の
で
す
。
稿
を
成
す
に
当
り
先
生
よ
り
懇
切
な
る
御
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

要
旨
の
一
部
を
聖
ハ
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
で
発
表
し
、
来
園
隆
氏
よ
り
御
教
示
を
戴
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
科
学
研
究
費

昭
和
五
十
五
年
奨
励
研
究
因
の
成
果
の
一
部
で
す
。

親
鸞
聖
人
遺
文
の
訓
読
法
研
究




